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2015年7月PRIMAL RAGE REMIX発売以降、MOTIV社はPRIMALシリーズ、いわゆるImpulse V2 Coreのボールを発
売していません。Test Ballでも情報もなかったPRIMALがいきなり製品となって手元に現れました。今まで発売しなかった
のが不思議なくらいですが、久々に私に届いたPRIMALは期待を裏切ることのない性能でした。Voracity Pearlと表記され
ているCoverStockはFution Pearlよりもオイルキャッチを強くさせ、ドライゾーンでのグリップも強くしています。
RAGE REMIXと比較投球しながらテスティングしましたが、全体的なキャッチ力は違いますがスキッドからBackend Motionのイ
メージはPRIMAL RAGEそのもので、現代のCover Stockに置き換えてPRIMAL RAGEを再現しようとするとこのPRIMAL 
FEARのようになるのだと思います。Pearl素材の特徴的なスキッドは残しつつFution Pearlよりも数段レベルアップして、
キャッチを感じさせながらもしっかりとスキッドを作ります。ですのでややオイルが多いと感じられるコンディションでも十
分投球でき、滑るイメージを感じさせないのもCoverそのものがスキッドしていてもしっかりとオイルを掴んでいる証拠でも
あり、喜ばしいことに皆さんが待ち望んでいたPRIMAL RAGEのようなイメージで仕上がっているのが、爆発的なPotentialととも
に即日完売もやむなしと思えるほど、またMOTIVファンの心をくすぶる性能に仕上がっています。
MOTIV社のボールはHeavyOilからLightOilまですべてにおいてオールラウンドに性能を発揮できるボールが揃っています。
CoreTechnologyともバランスももちろんありますが、やはりCover Stockが一歩上を行きはじめていることが、この性能あり
きになっているのだと思います。単刀直入に切れ味を求めるのであれば、PRIMAL FEARを試す価値はあると思います。

あの当時のPRIMAL RAGEが現代のCover Stockを纏い帰ってきました。
最大の特徴の切れ味で攻撃的にラインを攻められます。


